














The Hani People’s Use of Edible Wild Flora and Fauna



























































































































































































































































格馬の土地は，標高 570mの者米河沿いの緩斜面から標高 1,100m の山間地まで，標高差およそ



























































































あたり 1年に 650 元で
貸し，土地を貸した人びとは年収の 2倍から 3倍の現金を受けとった。
2004 年から政府の方針にしたがって，政府から 3万元の資金援助を受けて巴議から格馬に登る



























人びとは 1戸につき 2ヶ所から 3ヶ所の
レモングラス畑をもち，ローテーション
で収穫している。つまり 1戸にあたり年
間 8回から 15 回，レモングラス油をつ
くって売ることができるのである。
レモングラスを刈りとって香油を精製




ラスを刈りとった。刈りとったレモングラスは全部で 6,478 株で，合計の重さは 1,246.6kg だった。
刈りとりをして 500m ほど離れた山の中腹にある蒸留施設までレモングラスの運ぶのに 5日間か
かった。刈りとりはすべてＡ氏の妻がとり仕切きった。Ａ氏の妻一人では作業ができないので，5
























馬の 1家族あたりの年間収入は 2,000 元














レモングラスを栽培しはじめたころは 1kg あたり 100 元していた香油は 2004 年 7 月には 1kg あ














ハニ族は 11 月から 1月にかけてキャッサバを収穫して乾燥して，さかんに換金する。換金する
キャッサバは収穫後，外側の皮をむいて厚さ 2cmぐらいの間隔で輪切りにする。そのあと天日や






















































第 1期目の田植えは 1月にはじめる。第 1期にはすべての水田で田植えをする。植えるのは 9割
がハイブリッド種のうるち米である。残りの 1割はもち米を植える。ハイブリッド種の種もみはす
べて者米の町にある種もみ専門店で買う。種もみは毎年新しい種類がでるが，1kg あたり，およそ
17 元から 20 元ほどである。苗床のつくり方には乾いた畑につくるものと水田につくるものがある。
ハイブリッド米は政府の指導もあり，すべて乾いた畑につくる。15cmほどに育ったものを一本ず
つ抜いて，水田に植える。1月から 2月の初めに植えたものは，5月には収穫する。









2003 年 9 月には精米 500g（1 斤）あたり 0.7 元で取引きした。このとき，格馬の人びとが売りに
出した米はすべてハイブリッド種の米だった。この米のレートは者米の町の定期市での値段をもと






つづいてきた。この間に香油の値段が 3分の 1になるなど，収入は 2002 年ごろから減っていった。
換金作物の値段が下がる一方で，者米の町で売っている食料品や日用雑貨の値段は急上昇した。
たとえば豚肉の値段は，筆者が 1回目に格馬で調査をした 2003 年には豚肉の脂身は 500g あたり 3





2002 年から 2003 年にかけての物価の上昇は，　拉から者米へ通じる幹線道路の舗装工事が進むの
と時をおなじくして起きた。
者米郷のなかで起きた急激な変化に対して，格馬の人びとは新たな換金作物をみつけることで対












山の上と山の下では換金作物の栽培でうるおうようになった一方で，標高 700mから 1,000m の









ンテーションをつくる準備をしていた。2004 年の冬ごろから植え替えをはじめ，2004 年 11 月ごろ























2005 年現在で，ラバを手に入れた格馬のハニ族は 2戸だけである。ラバの値段は水牛 1頭半分，




バナナの苗栽培は 2005 年 3 月に 2戸がはじめた。2004 年の秋から者米地域にバナナ業者が入り
込むようになった。バナナプランテーションが広がるにしたがって，バナナ業者はバナナの苗を地
図 8　 パラゴムプランテーション整地前の巴議の森 
（2003 年 11 月撮影）
図 9　 パラゴムプランテーション整地後の巴議の森 































































副菜として食べる。彼らは基本的に朝と夜の 2回食事をして，毎食 2品から 4品の副菜をつくる。
図 11 は日常的な食事の一例である。一食分の食事の副菜である。図 11 にある副菜はジャガイモ
と豚肉の炒め物，青菜のスープ，小豆ペースト，バッタの炒め物である。この図にあるもののほか
に，食事では毎回，酒とうるち米のご飯を食べる。




















































































2005 年 1 月から 3月にかけて筆者が観察したところでは，格馬の 40 戸のうちでブタに子供を産
ませてふやしていた家は 3戸にすぎなかった。またニワトリを卵から孵化させて育てていたのは 1
戸のみだった。一方，アヒルは全く再生産していなかった。春節のあと，集落内にはほとんどブタ
がいなくなってしまい，40 戸のうち 37 戸が定期市で新たに子ブタを買い直したのである。
さらにニワトリやアヒルは儀礼でよくつかうため，自分の家で飼育するだけでは間に合わなく
なってしまうこともある。旧暦の 2月にする寨神を祀る儀礼アマトゥ hhaqma tul（祭寨神）のと








ここまで，格馬の人びとの食事を概観してきた。以下では，格馬の 1戸を対象にした 73 回の食
事内容調査をもとに，格馬の人びとの食生活の傾向をくわしくみていこう。調査の対象としたのは
レモングラスの抽出とうるち米の販売の事例として示したＡ氏の弟Ｂ氏の家族である。データは











ゴリーの内訳は，①の定期市で買ったものが 14 種類，②の飼育または栽培したものが 28 種類，③
の狩猟または採集したものが 15 種類となった（表 1）。登場した回数は 73 回中，①が 41 回，②が

































飼育または栽培したものは 28 種類である。この 28 種類のうちで栽培したものについては，同じ
植物種であっても，用途をわけてつかっている葉と実などを別の種類として数えた。28種類のうち，




















































































































り，高さと幅は 10cmから 15cm程度のものである（図 14）。ミミズなどのエサを用意して水田に
一晩仕掛けておくと，一つの仕掛けのな




































女性たちはレモングラスの作業の合間などに 5分から 10 分ぐらいかけて植物採集をする。
斜面畑での仕事が終わったあとに水田に出かけていって，おかずになる可食野生植物をとってく





































































































































































































































































みで表した。音の確定には『漢哈尼詞典』［楊 et al. 
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The Hani People’s Use of Edible Wild Flora and Fauna in the Border 
Region of China
HAYAMA Shigeru
This article is intended to clarify the livelihood activities of the Hani people and their utilization of 
edible wild flora and fauna in Gema Village, Zhemi, Jinping County, Yunnan Province, China. In the 
Zhemi region, a rapid-growing market economy has been promoted in recent years. The Hani people 
in Gema grow cash crops for large cities as a measure for promoting the market economy. Another 
measure for promoting the market economy that the people in Gema take is a positive use of edible 
wild flora and fauna. In this article, the reason that such edible wild flora and fauna have been used 
continuously is studied. 
First, concerning livelihood activities, the people in Gema grow lemon grass, cassava, and paddy 
rice as cash crops. These cash crops are transported to large cities and consumed. As one measure, 
products that people in the Zhemi region consume may be grown through differentiation of livelihood 
in the Zhemi region from that in other villages. People in Gema, however, selected the production of 
cash crops for large cities.
Another action of the people in Gema for promotion of the market economy is the positive utiliza-
tion of edible wild flora and fauna. Even now when the market economy has been promoted and peo-
ple have more chances to obtain cash, they use edible wild flora and fauna. The survey result regard-
ing the content of their diet showed that people in Gema use what they buy at fairs and what they get 
from hunting/fieldwork with almost equal frequency.
One of the reasons that people in Gema keep using edible wild flora and fauna lies in the economic 
structure of this region. In this region, even if cash crops are planted rapidly in a wide area with expec-
tation of high income, excessive production will soon occur, resulting in a price collapse. For people in 
Gema who take the livelihood strategy of depending on cash crops, the utilization of edible wild flora 
and fauna serves as a cushion for reducing the instability of cash crop prices. A simultaneous positive 
utilization of edible wild flora and fauna allows an aggressive trial of growing of new crops having high 
commercial value.  Utilization of edible wild flora and fauna is also motivating power to promote a mar-
ket economy of the livelihood activities of the village.
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